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〔その他〕 
 
加藤恒孝. 症例提示. 第26回福島ESDクラブ; 20180120; 福島. 
 
高木忠之, 鈴木 玲, 杉本 充, 紺野直紀, 浅間宏之, 佐藤雄紀, 入江大樹, 大平弘正. 術後再建腸管に合併

した肝内胆管結石に対する治療戦略（1例＋α）. 第4回胆膵内視鏡ワークショップ; 20180120; 郡山. 
 
紺野直紀, 高木忠之, 鈴木 玲, 杉本 充, 佐藤雄紀, 入江大樹, 引地拓人, 渡辺 晃, 中村 純, 髙住美

香, 小原勝敏, 大平弘正. 主膵管型 IPMCによる遠位胆管狭窄に対し, 術前に胆管金属ステントを留置した1例. 
2nd Mori no Miyako ERCP-EUS Workshop; 20180127; 仙台. 
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高橋敦史. NAFLDの治療戦略～GERDも含めて～. 第7回Next Expert Gastroenterologist Meeting in 
Koriyama; 20180207; 郡山. 
 
林 学. 慢性肝疾患におけるサルコペニアと骨粗鬆症の関連について. 県北肝・代謝疾患研究会; 20180213; 福島. 
 
高橋敦史. 非アルコール性脂肪性肝疾患(NAFLD)を合併した糖尿病治療. 第3回県南地域糖尿病研究会; 
20180215; 白河. 
 
岡井 研. 当科における切除不能巨大肝細胞癌に対するDEB-TACEの現状と工夫. 肝癌治療フォーラム; 
20180216; 仙台. 
 
岡井 研. 当科におけるTACEの現状. 東北 IVR症例検討会; 20180217; 仙台. 
 
栁田拓実, 舟窪 彰, 今村秀道, 橋本健明, 迎 愼二. 当院におけるレボカルチニンの使用経験. 肝硬変の合併

症対策を考える会; 20180223; 郡山. 
 
藤田将史. 簡易レジスタンス運動はNAFLD病態マーカーを改善させる. TREND2018; 20180310; 仙台. 
 
髙畑陽介, 藤原達雄, 川島一公, 郡司直彦, 大平弘正. 喫煙が契機となったと考えられた高齢発症潰瘍性大腸炎

の1例. 第21回福島県腸疾患研究会; 20180310; 郡山. 
 
郡司直彦. 当院でのGolimumabの使用経験. シンポニー講演会; 20180316; 福島. 
 
阿部和道. 福島県におけるC型慢性肝炎のDAA治療状況と再治療前の耐性変異について. 福島県C型肝炎学術

講演会; 20180317; 郡山. 
 
藁谷雄一. 内視鏡検診におけるレーザー内視鏡の可能性～使用経験から考える有用性～. FUJIFILM MEDICAL 
SEMINAR 2018 in福島; 20180407; 福島. 
 
阿部和道. 自己免疫性肝疾患における口腔内フローラと免疫学的バイオマーカーの検討. 第2回消化器臓器間ネッ

トワーク研究会; 20180421; 東京. 
 
藤田将史, 岡井 研, 林 学, 阿部和道, 高橋敦史, 鈴木 悟, 大平弘正. 再燃を繰り返した肝機能障害の1
例. 県北肝・代謝疾患研究会; 20180515; 福島. 
 
大平弘正. 自己免疫性肝疾患の理解のために. 難治性の肝胆道の病気に関する講演会; 20180606; 山形. 
 
岡井 研. 高齢者に対するDEB-TACEの有効性・安全性に関する検討. 第54回肝癌研究会; 20180628; 久留米. 
 
大平弘正. 福島医大での男女共同参画事業の現状と女性医師のキャリア支援－個々への対応と協働の大切さ. 兵庫

医科大学女性医師支援講演会; 20180704; 兵庫. 
 
阿部和道. 慢性肝疾患におけるサルコペニアの臨床的意義. 肝硬変治療カンファランス; 20180711; 秋田. 
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藁谷雄一. ピロリ除菌療法と見逃しの少ない内視鏡観察法. 第362回福島消化器病研究会; 20180720; 福島. 
 
片倉響子. 潰瘍性大腸炎、クローン病とのつきあい方. 福島市保健所炎症性腸疾患医療相談会; 20180721; 福島. 
 
岡井 研. 門脈血栓症の病態と治療戦略. 日本製薬株式会社 社内研修会; 20180723; 福島. 
 
阿部和道. 鎮めろ！肝免疫. 平成30年度日本肝臓学会東北地区 市民公開講座; 20180729; 福島. 
 
高橋敦史. 減らせ！肝脂肪. 平成30年度日本肝臓学会東北地区 市民公開講座; 20180729; 福島. 
 
岡井 研. 進行肝細胞癌の治療戦略 TKIの導入タイミングと副作用管理. エーザイ株式会社 社内研修会; 
20180730; 仙台. 
 
藁谷雄一. 当院における慢性便秘症患者の現状. グーフィス錠発売記念講演会; 20180731; 福島. 
 
猪狩 剛, 今村秀道, 橋本健明, 間 浩正, 栁田拓実, 迎 愼二. GERDに対するボノプラザンの有用性. 太
田西ノ内病院学術講演会; 20180803; 郡山. 
 
阿部和道. 福島県におけるC型慢性肝炎のDAA治療状況と再治療前の耐性変異について. 第7回福島リバーフォ

ーラム; 20180804; 福島. 
 
小橋亮一郎. 門脈血栓症の経過観察中に肝外門脈閉塞症へと至った症例. 第7回福島リバーフォーラム; 
20180804; 福島. 
 
栁田拓実. 肝臓に発生したMALTリンパ腫の症例. 第7回福島リバーフォーラム; 20180804; 福島. 
 
大平弘正. 福島県『健康長寿ふくしま推進』体制と福島県立医科大学健康増進センターについて. 公開学術講演会 

東日本大震災後の福島県立医科大学の対応－福島県『県民健康調査他』－; 20180805; 福島. 
 
岡井 研. 切除不能進行肝細胞癌治療においてレンバチニブに期待される役割 当科での使用経験を踏まえて. 
Meet The Expert in 福島; 20180824; 福島. 
 
片倉響子. 指定難病制度の概要と IBD治療の実際. 日本化薬仙台医薬支店郡山営業所社内研修会; 20180824; 福
島. 
 
大平弘正. ウイルス肝炎以外の肝疾患 自己免疫性肝疾患の理解のために. 平成30年度肝炎医療コーディネータ

研修会; 20180825; 香川. 
 
猪狩 剛, 橋本健明, 今村秀道, 間 浩正, 栁田拓実, 迎 愼二, 千代延記道, 落合高徳, 小田島肇. 胆管

炎を繰り返した胆管内乳頭状腫瘍(IPNB)の1症例. 第162回腫瘍カンファランス; 20180830; 郡山. 
 
今泉博道. 好酸球増多を伴う継続する肝炎の小児の1例. 第22回福島肝疾患勉強会; 20180901; 福島. 
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藤田将史, 阿部和道, 小嶋祐紀, 髙住美香, 林 学, 岡井 研, 高橋敦史, 大平弘正. 病理学的診断に難渋し

た原発性硬化性胆管炎の1例. 第22回福島肝疾患勉強会; 20180901; 福島. 
 
佐藤雄紀, 鈴木 玲, 高木忠之, 紺野直紀, 杉本 充, 入江大樹, 引地拓人, 渡辺 晃, 中村 純, 菊地 

眸, 髙住美香, 橋本 陽, 小原勝敏, 大平弘正. 膵癌に合併したDICにトロンボモデュリンアルファが奏効し

化学療法を継続できた1例. 福島消化器疾患セミナー; 20180901; 福島. 
 
岡井 研. 行政における肝炎対策と助成制度 身体障害者手帳制度 肝臓機能障害の認定基準の見直しについて. 
平成30年度日本肝臓学会「肝がん撲滅運動」医療講演会「肝疾患患者を救うために」; 20180909; 福島. 
 
阿部和道. ウイルス性肝炎. 平成30年度日本肝臓学会「肝がん撲滅運動」医療講演会「肝疾患患者を救うため

に」; 20180909; 福島. 
 
高橋敦史. 脂肪性肝疾患. 平成30年度日本肝臓学会「肝がん撲滅運動」医療講演会「肝疾患患者を救うために」; 
20180909; 福島. 
 
郡司直彦. 当院で経験した小腸癌の2症例. 第24回福島県消化器病研究会; 20180915; 福島. 
 
片倉響子. 指定難病制度の概要と潰瘍性大腸炎の診断／治療. 武田薬品工業株式会社 医学教育会; 20180925; 郡
山. 
 
阿部和道. 難治性腹水に対する診断と治療. 第2回東北門脈圧亢進症研究会; 20180929; 福島. 
 
佐藤雄紀, 高木忠之, 引地拓人, 鈴木 玲, 渡辺 晃, 中村 純, 杉本 充, 紺野直紀, 髙住美香, 橋本 

陽, 入江大樹, 大平弘正, 小原勝敏. 原発性胆汁性胆管炎に合併したS状結腸癌術後の吻合部静脈瘤出血の一例. 
第2回東北門脈圧亢進症研究会; 20180929; 福島. 
 
岡井 研. 進行肝細胞癌の治療戦略 TKIをどう使い分けるか. バイエル薬品株式会社 社内研修会; 20181001; 
郡山. 
 
阿部和道. 当科における肝硬変とサルコペニアの検討及び身体障害者手帳制度の利用状況. 会津医学会 肝疾患フ

ォーラム; 20181002; 会津若松. 
 
片倉響子. クローン病治療について. ヤンセンファーマ株式会社クローン病勉強会; 20181005; 福島. 
 
鈴木 玲, 高木忠之, 杉本 充, 紺野直紀, 佐藤雄紀, 入江大樹, 渡辺 晃, 中村 純, 髙住美香, 橋本 

陽, 引地拓人, 大平弘正. 切除不能膵癌における予後予測因子としてのpsoas muscle indexの意義について. 第
31回東北膵・胆道癌研究会; 20181006; 仙台. 
 
高木忠之. 早期発見が鍵 知っておきたい すい臓がん. 福島テレビ（放送）; 20181007; 福島. 
 
高橋敦史. 肝臓から健康になろう. 第45回独協医大学園祭 公開講座; 20181008; 栃木. 
 
栁田拓実. クローン病治療中に肺病変を合併した一例. 第32回福島県炎症性腸疾患研究会; 20181013; 福島. 
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藤田将史, 高橋敦史, 林 学, 岡井 研, 阿部和道, 大平弘正. 肝細胞癌に対する肝動脈化学塞栓療法におけ

る骨格筋量低下の影響についての検討. 第5回東北肝疾患研究会; 20181020; 盛岡. 
 
大平弘正. 原発性胆汁性胆管炎の理解のために. 難病医療・就労支援セミナー及び相談会; 20181021; 郡山. 
 
林 学. サルコペニアと骨粗鬆症の関連について. Otsuka Liver Forum 2018; 20181023; 福島. 
 
栁田拓実. 当院におけるL-カルニチンの使用経験からの考察. Otsuka Liver Forum 2018; 20181023; 福島. 
 
髙畑陽介, 鈴木智浩, 松橋暢雄, 市井 統, 田井真弓, 江尻 豊. 当院におけるDAA治療の現状. 第10回い

わき肝臓懇話会; 20181106; いわき. 
 
岡井 研. 当科における進行肝細胞癌治療の現状. 第10回いわき肝臓懇話会; 20181116; いわき. 
 
岡井 研. 肝細胞癌に対する化学療法の現状と展望. 第151回福島県医師会医学大会; 20181118; 福島. 
 
大久保義徳. 症例提示. 第128回福島大腸研究会; 20181119; 福島. 
 
片倉響子. 難病対策の動向について. 第128回福島大腸研究会ミニレクチャー; 20181119; 福島. 
 
藤原達雄. 炎症性腸疾患診療における便中カルプロテクチン測定の有用性について～当科の使用状況をふまえて

～. UC治療を考える会; 20181128; 福島. 
 
高橋敦史. 肝臓から健康になろう. 平成30年度福島県肝炎コーディネーター養成研修会; 20181130; 郡山. 
 
髙畑陽介, 鈴木智浩, 松橋暢雄, 市井 統, 田井真弓, 江尻 豊. 胆管嚢胞腺癌の１例. いわき肝胆膵疾患研究

会; 20181210; いわき. 
 
片倉響子. 内視鏡を用いた診断と治療. 福島県立会津学鳳高等学校スーパーサイエンスハイスクール事業; 
20181221; 会津若松. 
 
高橋敦史. 職場におけるメタボ対策. 平成30年度福島県医師会労災保険研修会; 20181222; 郡山. 
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